
第

回
山
名
会
総
会
の
ご
案
内
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残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
夏
は
、
各
地
で

度
に
迫
る
最
高
気
温
、
巨
大
化
・
長
期
化
す
る
台
風
や
豪
雨
と
、
今
ま

40

で
の
常
識
を
上
回
る
気
候
変
動
が
次
々
に
続
き
、
一
夏
を
無
事
に
乗
り
切
る
に
も
覚
悟
が
居
る
よ
う
な
事
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
山

名
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
恙
な
く
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
事
か
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
令
和
２
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
流
行
拡
大
か
ら
丸
３
年
が
経
過
し
て
、
よ
う
や
く
感
染
症
流
行
の
勢
い
も
弱
ま
り
、
世

の
中
の
動
き
も
コ
ロ
ナ
禍
の
苦
し
い
時
期
を
経
て
、
以
前
の
日
常
へ
の
回
帰
を
試
み
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
一
旦
途
切
れ
て
し

ま
っ
た
営
み
を
元
の
よ
う
に
盛
り
返
す
の
は
難
し
い
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
山
名
会
に
お
い
て
は
過
去
３
年
間
の
お
休
み
は
、

今
後
の
発
展
を
期
す
た
め
の
充
電
期
間
で
あ
っ
た
と
理
解
が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
後
の
最
初
の
山
名
会
総
会
で
す
が
、
第
１
日
目
は
源
氏
武
家
政
権
発
祥
の
地
で
あ
る
鎌
倉
を
主
会
場
と
し
て
頼
朝
公
や
北

条
氏
縁
の
旧
跡
を
訪
ね
ま
す
。
第
２
日
目
は
会
場
を
町
田
・
相
模
原
に
移
し
て
、
織
豊
時
代
の
銘
品
や
安
土
城
天
守
を
再
現
し
た
美

術
館
の
拝
観
や
、
歴
史
講
演
の
聴
講
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
方
、
ご
多
忙
な
こ
と
か
と
存
じ
ま
す
が
、
数
年
ぶ
り
の
山
名
会
行
事
と
な
り
ま
す
の
で
、
共
に
集
い
旧
交
を
温
め
な
が
ら
、

相
模
で
の
旅
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
願
い
、
ご
案
内
差
し
上
げ
ま
す
。

記
１
、
期

日

令
和
５
年

月

日
（
水
）
～

日
（
木
）
１
泊
２
日

11

29

30

２
、
行

事

第

回
山
名
会
総
会

テ
ー
マ
『
武
家
政
権
発
祥
の
鎌
倉
と
相
模
路
を
巡
る
』
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３
、
集

合

鎌
倉
市
鶴
岡
八
幡
宮
横
・
そ
う
び
園
駐
車
場
に
て
バ
ス
待
機
・

月

日

時
～

時

分
頃
ま
で
。

11

29

11

11

20

鎌
倉
駅
東
口
よ
り
徒
歩

分
程
度
（
別
紙
、「
各
方
面
か
ら
の
乗
換
案
」
ご
参
照
）

JR

10

※
集
合
時
間
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
は
、
途
中
か
ら
の
合
流
も
可
能
で
す
。
事
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

４
、
行
事
等

第
１
日
目
：
鎌
倉
市
内
源
氏
・
北
条
氏
縁
の
史
跡
を
訪
問
（
徒
歩
多
少
有
り
）

第
２
日
目
：
織
豊
関
連
の
歴
史
美
術
及
びJA

X
A

研
究
機
関
拝
観
、
年
次
総
会
・

歴
史
講
演
「
相
模
原
市
の
遺
跡
と
津
久
井
城
」
相
模
原
市
立
博
物
館
・
長
澤
有
史
先
生

５
、
宿

泊

湯
河
原
温
泉
「
万
葉
の
湯
」
町
田
店
（
東
京
都
町
田
市
鶴
間
７
丁
目
３
ー
１
）

６
、
参
加
者

山
名
会
会
員
と
ご
縁
者
、
当
会
・
当
行
事
に
ご
興
味
ご
賛
同
の
方

７
、
日

程令
和
５
年

月

日
（
水
）・
第
１
日
目

月

日
（
木
）・
第
２
日
目

11

29

11

30

時

間

予

定

時

間

予

定
･

鶴
岡
八
幡
宮
横
・
そ
う
び
園
駐
車
場
集
合
・
バ
ス

９･

万
葉
の
湯
出
発

11

00

00

乗
車
。
鎌
倉
駅
着

・

着
、

・

着
の
電
車
あ
り
。

９･

戦
国
期
貴
重
資
料
を
展
観
す
る
泰
巖
歴
史
美
術
館

た
い
が
ん

10

39

11

01

30

稲
村
ヶ
崎
経
由
で
、（
車
窓
見
学
程
度
）

https://w
w
w
.taiyo

︱collection.or.jp/
･

檑
亭
に
て
相
模
湾
の
遠
望
を
楽
し
み
な
が
ら
昼
食

･
jaxa

宇
宙
研
究
所
見
学

ら
い
て
い

12

00

10

30

･

鎌
倉
大
仏
高
徳
院
（
ガ
イ
ド
合
流

以
降
は
徒
歩
）

･

相
模
原
市
民
会
館

13

00

11

30

･

護
良
親
王
を
お
祭
り
す
る
鎌
倉
宮
参
拝

昼
食
（
施
設
内
食
堂
等
で
各
自
自
由
食
）

14

00

頼
朝
公
墓
参
拝

･

年
次
総
会

13

00

･

北
条
一
族
の
霊
を
慰
め
る
円
頓
宝
戒
寺
参
拝

･

歴
史
講
演
「
相
模
原
市
の
遺
跡
と
津
久
井
城
」

15

15

14

00

北
条
高
時
の
腹
切
り
や
ぐ
ら
（
時
間
が
有
れ
ば
）

相
模
原
市
立
博
物
館
・
長
澤
有
史
先
生

･

鶴
岡
八
幡
宮
、
自
由
参
拝

･

解
散
・
タ
ク
シ
ー
に
分
乗
し

相
模
原
駅
へ

16

15

15

30

JR

鎌
倉
文
華
館
又
は
、
小
町
通
散
策
（
各
自
選
択
）

･

鶴
岡
八
幡
宮
横
・
そ
う
び
園
に
て
バ
ス
乗
車

17

15

･

万
葉
の
湯
・
町
田
店
に
到
着
、
夕
食
・
懇
親
会

18

10

８
、
参
加
費

全
行
程
参
加
３
万
５
千
円
（
宿
泊
・
バ
ス
代
・
参
拝
料
等
、
各
種
物
価
高
騰
の
為
ご
理
解
く
だ
さ
い
。）

日
帰
参
加
可
能
（
行
事
の
み
参
加
８
千
円
、
行
事
と
懇
親
会
参
加
１
万
５
千
円
等
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

９
、
申

込

同
封
の
ハ
ガ
キ
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。（
参
加
費
は
後
日
納
入
）

、
締

切

準
備
の
都
合
上
、

月

日
迄
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

10

11

18

、
問
合
せ

全
國
山
名
氏
一
族
会

事
務
局

〒

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
村
岡
区
村
岡
２
３
６
５

℡

ー

ー

11

667
1311

0796

98

1151

＊
第
１
日
目
の
鎌
倉
宮
～
夕
方
ま
で
は
、
徒
歩
に
よ
る
史
跡
散
策
に
な
り
ま
す
。
歩
き
や
す
い
靴
な
ど
ご
留
意
願
い
ま
す
。

＊
宿
泊
先
の
「
万
葉
の
湯
」
で
は
２
人
部
屋
が
基
本
で
す
が
、
個
室
（
個
室
料
５
千
円
負
担
・
先
着
順
）
も
少
し
確
保
し
て
い
ま

す
。
個
室
を
ご
希
望
の
方
は
早
め
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

＊
ご
参
加
の
皆
様
に
は
、
後
日
、
参
加
費
納
入
等
を
掲
載
し
た
詳
し
い
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、
参
考
に
願
い
ま
す
。

令
和
５
年
９
月
吉
日

全
國
山
名
氏
一
族
会

理
事
長

山
名
靖
英

副
理
事
長

草
山

宏

副
理
事
長

山
名
大
介

常

任

理

事

一

同

事
務
局

吉
川
廣
隆

全
國
山
名
氏
一
族
会
会
員
各
位

ご

理

解

者

の

皆

様


